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徳川日本・ロシア・アイヌ交流史と本多利明の開発経済論（1）
―― 天明 6 年（1786）成立最上徳内書簡　　　　　
　　『乍恐以書付奉申上候』冒頭部を中心として ――
Northeastern Development Policy in Tokugawa Period (1):




Honda Toshiaki (1743-1821) is a well-known wasan scholar of the Edo period, who also 
excelled in astronomy, geography, navigational technology, and economic development. 
In this study, attempts are made to analyze the influence of Mogami Tokunai (1755-1836) on 
Honda’s northeastern development policy.
Mogami, a Honda disciple, went on an exploratory trip to Hokkaido and the Kuril Islands 
in 1785-86, and written a comprehensive observation report on endemic folkways of Ainu, and most 
importantly, the notable presence of the Russians in the area. This observation was ultimately presented 
to the shogunal officer in Iturup.
Mogami wrote that Russians appeared in Iturup Island before 1785, contacted the Ainu there, 
and voiced a strong wish to negotiate with the Tokugawa government. Mogami’s teacher Honda read 
this report in Edo before 1788, and authored a book about development policy in 1795 based on 
Mogami’s survey.
In this book titled ‘Shizen-chido-no-ben’, Honda insisted that Tokugawa shogunate should 
control the islands of Urup, Iturup, Kunashir, and Sakhalin as traditional Japanese territory. A 
considerable influence of Mogami’s observation report is identifiable in this Honda’s book.




　徳川時代後期の算学者＊1 として知られる本多利明〈寛保 3年（1743）〉－文政 3年（1821）〉＊2 は
天明～寛政期における時勢的課題への処方箋として、和・漢・洋の天文学・航海術等の知識を融合
させた開発経済論を提起した人物であり、その経済思想は『自然治道之弁』〈寛政 7年（1795）成
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年となる寛政 1年～ 2年（1789 ～ 1790）にかけて本多利明が著した『本田氏策論　蝦夷拾遺』の
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に先行し、同島北端のアトイヤ（A⑦）で後追いの山口（1月 26 日松前出立、3月 20 日クナシリ
図 B：クナシリ島・エトロフ島地図
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続の山口鉄五郎〈4月 30 日クナシリ島出立、5月 3 日エトロフ島ナイホ（B③）到着、5月 9 日同
島シヤナ（B④）到着〉らが 5月 13 日にエトロフ島のベツトブ（B⑤）に到着したとき、徳内が
3人のロシア人たちを帯同してモシリハ（B⑦）から戻ってきた。なお、我々はこの時点において、








人のうち 2人を同行して 7月 10 日にクナシリ島の運上屋（筆者注―ヲトシルベか）＊60 に到着し〈6
























の逝去とそれと関連するところの田沼意次の失脚〈天明 6年（1786）8 月 27 日〉、ならびに松本秀












後年に利明宅で草稿した＊73『蝦夷草紙』〈寛政 2年（1790）9 月成立〉＊74 や、同年 2月において同
書を整理したものに同 3年（1791）1 月付の本多利明の「序」が寄せられた『蝦夷国風俗人情之沙











ロシア人との初対面前の動向、（2）5 月 5 日～ 8日の記事内容、（3）その後の備忘録、により構成
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＊ 1… 数学史における本多利明を紹介したものとして、遠藤利貞氏による『増修日本数学史』（私家版、1896 年）があ
る。算学者としての利明の評価の高さは、寛政 6年（1794）に彼が筆頭となり関孝和（1640 頃 -1708）の碑を建
て、百年忌を主宰している〈塚谷晃弘「解説　本多利明」『日本思想大系 44　本多利明　海保青陵』（岩波書店、
1970 年）、446 頁〉ところから知ることができる。





明集解題」の加筆再録〉、②阿部真琴「本田利明の伝記的研究（1）～（6）」『ヒストリア』11 ～ 13・15 ～ 17 号
（1955 ～ 57 年）、③塚谷晃弘「解説　本多利明」・「江戸後期における経世家の 2つの型」『日本思想大系 44　本
多利明　海保青陵』（岩波書店、1970 年）を代表的成果として列挙し得る。又、補記すれば、④Donald…Keene
（1969）The Japanese Discovery of Europe,1720-1830…Revised…Edition,…Stanford…University…Press…(1969).〈芳賀徹












＊ 5… 塚谷晃弘氏は利明の業績における北方問題部門として『大日本の属島北蝦夷之風土草稿（1786 年 1 月）』、最上
徳内著・利明訂の『赤蝦夷風説考』（1786 年）、『蝦夷拾遺』（1789 年以降）、徳内著『蝦夷国風俗人情之沙汰』の「序
文」（1791 年 1 月）、『蝦夷土地開発愚存之大概』（1791 年 1 月）、『蝦夷開発に関する上書』（1791 年 10 月または
1792 年 7 月）、人見璣邑問・利明答・朝比奈厚生校『外郎異談』（1794 年閏 11 月）、徳内述・利明校『北辺禁秘録』（1795




＊ 6… 本庄栄治郎「本多利明集解題」『本多利明集』（誠文堂新光社、1935 年）、25 ページ。なお、（筆者注―）の部分は同書、
23 頁より。
＊ 7… 前掲塚谷、455 頁。また、同氏は、「利明の蘭学への傾斜は、算数や天文・暦学と相まって、通商・航海を重点
17
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楯岡　最上徳内史料」『古文書近世史料目録』第 11 号（山形大学附属博物館、1978 年）〉・島谷研究〈島谷良吉『最
上徳内』（吉川弘文館、1977 年）〉・吉田研究〈吉田常吉「解説」吉田常吉編『蝦夷草紙』（時事通信社、1965 年）〉
を列挙することができる。最上徳内研究の現在形としては、川上研究〈川上淳『近世後期の奥蝦夷地史と日露関係』
（北海道出版企画センター、2011 年）〉所収論文が水準といえ、その他に、松本斗機蔵（1793 ‐ 1841）の整理に
よる『蔵書目録』（横浜市立大学鮎沢信太郎文庫蔵）に掲載された書名などから〈大野延胤「松本斗機蔵とその











＊ 12… 早稲田大学図書館蔵『俄羅斯紀聞　第 2集第 4冊』（請求記号：ル 08　02994　0014）。なお、最上徳内・本多利
明共著『赤蝦夷風説考』は最上徳内著・本多利明訂正『赤蝦夷風説考』〈工藤平助『加摸西葛杜加国風説考』（別
名『赤蝦夷風説考』）の部分書写に加筆したもの〉と最上徳内・本多利明共著『別本赤蝦夷風説考』を合わせたもの。
＊ 13… 北海道大学北方資料室蔵『千島秘説』（請求記号：旧記 0416）。「田正圖」とは、確証はないが、北海道の問屋で
あり、諸資料の収集を行っていた田中正右衛門かもしれない。
＊ 14… 国立公文書館蔵『巡周蝦夷秘談』（請求番号：178-0253）。










年 10 月 31 日現在）。なお、同館所蔵資料に基づいた翻刻が、山下恒夫氏により行われているところから〈「本多
利明宛最上徳内書簡」山下恒夫編『江戸漂流記総集別巻　大黒屋光太夫史料集　第 1巻』（日本評論社、2003 年）





＊ 19…『史料集』、527 ～ 528 頁。


























＊ 26…『史料集』、521 ～ 522 頁。なお、「此書状に午の三月と有之は天明六年午の年にて御座候」は〈2〉の書状全体を
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直接指している。
＊ 27… 前掲塚谷（1970）、450 頁。なお、塚谷氏と同様の見解を阿部真琴氏も「北方問題への関心のやや確かなしるしを、
北夷という号にとるとすれば、それは利明訂・永井正峯『天元大意隠題解』（1782）や『答于鈴木氏算題』・『再
訂三条図解』（ともに 1784）などでみられる。（中略）北夷の号から、北方問題への利明の関心は 80 年代に証明
されるとしても、当初は平助（工藤平助）の後塵たるをまぬかれず、子平（林子平）の先覚ともいえないのでは




＊ 29… 宇野保定述『本多利明先生行状記』『本多利明集』（誠文堂新光社、1935 年）、403 頁。以下、『本多利明集』に所
収された翻刻からの引用については "『集』、～頁 " と略記する。なお、東北大学附属図書館狩野文庫蔵〈宇野保
定著・河野通義写（文政 9年 9月 6 日写）〉『本多利明先生行状記』（請求記号：3-6875-1）を適宜参照した。
＊ 30… 宇野保定述『本多利明先生行状記』『集』、403 頁。













書第 3冊』（北光書房、1944 年）、87 頁〉や、『巡周蝦夷秘談』や『乍恐以書付奉申上候』といったタイトルは
記されていないものの、ここからの引用文や現代語訳を活用しながらの論旨展開が認められる皆川新作氏の成




＊ 34… 菊池勇夫『幕藩体制と蝦夷地』（雄山閣、1984 年）、96 頁。










＊ 36… 水口志計夫「ベニョフスキーについて」水口志計夫・沼田次郎編訳『東洋文庫 160　ベニョフスキー航海記』（平
凡社、1970 年）、3頁。














文化状況と国際環境』（思文閣、2011 年）、513 ～ 516 頁。なお、黒岩幸子氏は、「先住民を除いて、初めて千島
に到達したのは、1643（寛永 20）年に日本北方海域調査に訪れたフリーズ（Vries,…Maerten…Gerritsz,…?-1647）」〈黒
岩幸子「千島列島における第一のトポスの盛衰について―「北方領土」と千島―」岩手県立大学総合政策学会『総
合政策』第 6巻第 1号（2004 年）、32 頁〉と指摘している。また、ベーリングの第二次探検（1733 ～ 1743）は
海峡問題の決着だけでなく、北方の総合学術調査を目的とする前例のない大規模なものとなり、大北方探検と
呼ばれた〈森永貴子『ロシアの拡大と毛皮交易―16 ～ 19 世紀シベリア・北太平洋の商人世界』（彩流社、2008 年）、
81 頁〉。




大学へき地教育研究施設『へき地教育研究』第 57 号（2002 年）、158 頁〉と同様の見解を示している。
＊ 40… 秋月俊幸『千島列島をめぐる日本とロシア』（北海道大学出版界、2014 年）、65 頁。岩下哲典氏は、「千島では宝
暦 10 年（1760）、カムチャッカから徴税人が派遣され、明和 3～ 6年（1766 ～ 69）にはコサック隊長が、ウルッ
プ島およびエトロフ島のアイヌ民族から徴税を行ったことが確認できる」〈前掲岩下（2011）、514 頁〉と指摘し
ている。
＊ 41… B.L. ウォーカー著、秋月俊幸訳『蝦夷地の征服　1590-1800―日本の領土拡張にみる生態学と文化―』（北海道大
学出版会、2007 年）、198 頁。具体的には、「アイヌたちはウルップ島での交易でロシアの商品を入手し、それら
を飛彈屋の支配下にあったノツカマップの会所に持参した」（同書、215 頁）とされる。
＊ 42… 前掲岩下（2011）、514 頁。なお、この事件について、幕吏佐藤玄六郎がアイヌから取材（佐藤玄六郎編『蝦夷
拾遺』）しているが、それによると、ウルップ島におけるロシア人とアイヌの対立から、双方死者を出している〈前
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掲B.L. ウォーカー（2007）、205 ～ 206 頁〉。
＊ 43… 田沼意次の老中在任期間は安永元年（1772）1 月 15 日～天明 6年（1786）8 月 27 日である。





＊ 45… 前掲秋月（2014）、69 ～ 70 頁。
＊ 46… 前掲岩下（2011）、515 ～ 516 頁。
＊ 47… 前掲秋月（2014）、74 頁。
＊ 48… 工藤平助は『赤蝦夷風説考』において、ロシア人の南下と蝦夷地辺境における日本人との密貿易の噂を述べ、蝦
夷地金山の開発とロシア貿易官営の利益を強調している〈秋月俊幸『日露関係とサハリン島－幕末明治初年の
領土問題－』（筑摩書房、1994 年）、37 頁〉。なお、従来、" 赤蝦夷風説考 " というタイトルが一般化していたが、
岩﨑奈緒子研究〈同「『赤蝦夷風説考』再考」『北海道・東北史研究』第 3号（北海道・東北史研究会、2006 年〉
により、" 加模西葛杜加国風説考 " という呼称が定着しつつある。なお、同氏による資料『加模西葛杜加国風説考』
の翻刻版が同会誌の同号に掲載されている。
＊ 49… 前掲秋月（2014）、82 頁。
＊ 50… 前掲菊池（1984）、17 頁。
＊ 51… 国立公文書館蔵『本田氏策論　蝦夷拾遺』（請求記号 :178-0399）。本多利明「本多氏策論　蝦夷拾遺」『集』、296
～ 297 頁。なお、同館所蔵資料は " 本多氏 " ではなく、" 本田氏 " と記されている。
＊ 52… 藤田覚『近世後期政治史と対外関係』（東京大学出版会、2005 年）、192 頁。
＊ 53…［図 A：北海道・クナシリ島・エトロフ島地図］ならびに［図 B：クナシリ島・エトロフ島地図］ともに、北海
道立図書館蔵『蝦夷草紙附図』（管理番号：2297）をベースとして、これを翻刻したとみられる皆川新作氏作成
の地図〈前掲皆川（1943）、36,47,57 頁所収〉を参照しながら作成した。なお、地名の表記などについては、平









＊ 55… 前掲秋月（2014）、ならびに前掲コラー・スサンネ（2005 年）が最新の重要研究に該当する。
＊ 56… 国立公文書館蔵『蝦夷地一件』（請求番号：178-0184）。『蝦夷地一件』『新北海道史』第 7巻史料 1（北海道、1969 年）、
319 頁（以下、再出につき、"『道史』、～頁 " と略記する）。
＊ 57… 国立公文書館蔵『蝦夷地一件』（請求番号：178-0184）。『道史』、360 頁。
＊ 58… 国立公文書館蔵『蝦夷地一件』（請求番号：178-0184）。『道史』、360 頁。
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＊ 59… 前掲秋月（2014）、84 ～ 93 頁。前掲コラー・スサンネ（2005）、4 ～ 5 頁より。なお、黒岩幸子氏は「天明 6年
（1786）、調査隊の竿取（測量役）最上徳内は、和人では初めてエトロフ、ウルップに渡る。徳内を案内したのは、
アツケシの有力アイヌ、イコトイである」〈黒岩幸子「千島列島における第一のトポスの盛衰について―「北方
領土」と千島―」岩手県立大学総合政策学会『総合政策』第 6巻第 1号（2004 年）、44 頁〉と指摘している。
＊ 60… クナシリ島の運上屋の場所であるが、佐藤玄六郎など幕吏たちが作成した報告書「蝦夷拾遺」に「クナジリ　
キイタツフより海行七里余丑寅にあり。周囲一百里余、ヲトシルベと云所に運上屋一戸あり」〈大友喜作校訂『北
門叢書　第 1冊』（北光書房、1943 年）、263 頁〉と記録されているところから、" ヲトシルベ " の可能性が高い。
＊ 61… 前掲コラー・スサンネ（2005）、4～ 5 頁。
＊ 62… 前掲秋月（2014）、95 頁。
＊ 63… 前掲秋月（2014）、91 ～ 97 頁。
＊ 64… 前掲秋月（2014）、96 ～ 97 頁。
＊ 65… 国立公文書館蔵『蝦夷地一件』（請求番号：178-0184）。『道史』、405 ～ 406 頁。
＊ 66… 国立公文書館蔵『蝦夷地一件』（請求番号：178-0184）。『道史』、394 頁。




＊ 69… 前掲皆川（1943）、64 頁。
＊ 70… 前掲森永（2008）、23 頁。徳内が蝦夷地に滞在していた下限については現在のところ不明瞭であるが、皆川新作
氏は「俊蔵と徳内が天明 7年 2 月にはまだ松前にゐたことは「引渡申談書」によって明らかであり、おそくと
も 3月中に帰府したことは家大人小傳に「明年丁未春江戸ニ反ル」とあるによって知られる」〈前掲皆川（1943）、
68 頁〉と指摘している。なお、幕吏たちのその後であるが、山口・佐藤・皆川は「勝手帰村」と解任され、青
島は降格〈前掲皆川（1943）65 ～ 68 頁〉、とそれぞれが政局の余波を受けている。
＊ 71… 前掲川上（2011）、162 頁。なお、蝦夷地調査の報告書は皆川・佐藤・庵原・山口・青島により『蝦夷拾遺』と
して整理されており、後世に写本として流布した形跡が認められる。同書については大友喜作『北門叢書　第 1
冊』（北光書房、1943 年）に翻刻化されている。
＊ 72… 秋月俊幸「千島列島の領有と経営」『岩波講座　近代日本と植民地　1　植民地帝国日本』（岩波書店、1992 年）、
122 頁。『蝦夷風俗人情乃沙汰図』は本多利明が「序」を寄せた最上徳内著『蝦夷風俗人情乃沙汰』の附図を指す。
＊ 73… 前掲島谷（1995）、276 頁。
＊ 74…「『蝦夷草紙』は大友喜作著『北門叢書　第 1冊』（北光書房、1943 年）・吉田常吉編『蝦夷草紙』（時事通信社、1965 年）
に翻刻化されている。
＊ 75…『蝦夷国風俗人情之沙汰』は『日本庶民生活史料集成　第 4巻　探検・紀行・地誌（北辺篇）』（三一書房、1969 年）
に翻刻化されている。
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＊ 78… 皆川新作氏の論説「天明六年徳内の千嶋探検」〈前掲皆川（1943）、43 ～ 68 頁所収〉は、どうやら、「乍恐以書
付奉申上候」を参照しながら執筆されたと思われるが、ほぼ現代語訳されているため、本論説では逐一、資料
引用を行いながらの再検討が進められる。
＊ 79…『史料集』、519 ～ 520 頁。
＊ 80… " ナイホ " という地名はエトロフ島に複数存在しており、B②・B⑥はそれぞれ別の場所である。
＊ 81…『自然治道之弁』の内容についての簡潔な解説は、前掲宮田（2016）、306 ～ 307 頁を参照されたい。
＊ 82…『自然治道之弁』30 丁裏～ 31 丁表・『集』未翻刻。
＊ 83…『自然治道之弁』の内容についての簡潔な解説は、前掲宮田（2016）、306 ～ 307 頁による。
＊ 84…『自然治道之弁』31 丁裏～ 32 丁表・『集』263 頁。
＊ 85… 本稿は〈1〉『乍恐以書付奉申上候』の冒頭部の使用に力点を置いたものであるが、それ以外の部分についても、
当然のことながら細微な分析を行わなければならない。また、それだけでなく、同資料に続く体裁により所収・
編さんされた別の書簡〈2〉『乍恐愚案奉申上候』についても同様である。以上を踏まえながらのこれら資料の
史的意義を利明―徳内との関連下に位置づけることを今後の課題としたい。
